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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 11月 6日 (2007.11.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

【 請 求 項 ２ 】

　 波 長 λ の 光 に 対 し て 位 相 差 Γ １ の 第 一 波 長 板 と 位 相 差 Γ ２ の 第 二 波 長 板 と を 各 々 の 光 学
軸 が 交 差 す る よ う 貼 り 合 わ せ て 、 全 体 と し て １ ／ ４ 波 長 板 と し て 機 能 す る 積 層 波 長 板 で あ
っ て 、
　 前 記 第 一 波 長 板 の 面 内 方 位 角 を θ １ と し 、
　 前 記 第 二 波 長 板 の 面 内 方 位 角 を θ ２ と し 、
　 波 長 λ ’ の 光 に 対 す る 前 記 第 一 波 長 板 の 位 相 差 を Γ １ ’ と し 、
　 波 長 λ ’ の 光 に 対 す る 前 記 第 二 波 長 板 の 位 相 差 を Γ ２ ’ と し 、
　 波 長 λ ’ ’ の 光 に 対 す る 前 記 第 一 波 長 板 の 位 相 差 を Γ １ ’ ’ と し 、
　 波 長 λ ’ ’ の 光 に 対 す る 前 記 第 二 波 長 板 の 位 相 差 を Γ ２ ’ ’ と し た と き 、
　 下 式 （ １ ） ～ （ １ ０ ） を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 積 層 波 長 板 。
　 　 Γ １ ＝ ２ × Γ ２ 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
　 　 Γ ２ ＝ ９ ０ ° ＋ １ ８ ０ ° × ｎ 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
　 　 Γ １ ’ ＝ ２ × Γ ２ ’  　 　 ・ ・ ・ （ ３ ）
　 　 Γ ２ ’ ＝ ９ ０ ° ＋ １ ８ ０ ° × ｎ ’ 　 　 ・ ・ ・ （ ４ ）
　 　 Γ １ ’ ’ ＝ ２ × Γ ２ ’ ’  　 　 ・ ・ ・ （ ５ ）
　 　 Γ ２ ’ ’ ＝ ９ ０ ° ＋ １ ８ ０ ° × ｎ ’ ’ 　 　 ・ ・ ・ （ ６ ）
　 　 ｎ ’ ＝ （ λ ／ λ ’ ） × （ （ １ ＋ ２ × ｎ ） ／ ２ ） － １ ／ ２ 　 　 ・ ・ ・ （ ７ ）
　 　 ｎ ’ ’ ＝ （ λ ／ λ ’ ’ ） × （ （ １ ＋ ２ × ｎ ） ／ ２ ） － １ ／ ２ 　 　 ・ ・ ・ （ ８ ）
　 　 θ １ ＝ １ ５ ° ± ５ ° 　 　 ・ ・ ・ （ ９ ）
　 　 θ ２ ＝ ７ ５ ° ± ５ ° 　 　 ・ ・ ・ （ １ ０ ）
　 　 但 し 、 λ ’ ＜ λ ＜ λ ’ ’ 、 ｎ は 正 の 整 数

　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 積 層 波 長 板 に お い て 、
　 λ ＝ ６ ５ ０ ｎ ｍ 、
　 λ ’ ＝ ４ ０ ０ ｎ ｍ 、
　 λ ’ ’ ＝ ７ ８ ５ ｎ ｍ 、



積 層 波 長 板 。
【 請 求 項 ３ 】

積 層 波 長 板 。
【 請 求 項 ４ 】

積 層 波 長 板 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に 係 わ る 積 層 波 長 板 は 、 以 下 の 構 成 を と る 。
　 請 求 項 １ に 記 載 の 積 層 波 長 板 は 、

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 積 層 波 長 板 は 、

。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 積 層 波 長 板 は 、
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で あ る こ と を 特 徴 と す る

　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 積 層 波 長 板 に お い て 、
　 ｎ ＝ ６
で あ る こ と を 特 徴 と す る

　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 積 層 波 長 板 に お い て 、
　 ｎ ＝ １ １
で あ る こ と を 特 徴 と す る

波 長 λ の 光 に 対 し て 位 相 差 Γ １ の 第 一 波 長 板 と 位 相 差
Γ ２ の 第 二 波 長 板 と を 各 々 の 光 学 軸 が 交 差 す る よ う 貼 り 合 わ せ て 、 全 体 と し て １ ／ ４ 波 長
板 と し て 機 能 す る 積 層 波 長 板 で あ っ て 、 前 記 第 一 波 長 板 の 面 内 方 位 角 を θ １ と し 、 前 記 第
二 波 長 板 の 面 内 方 位 角 を θ ２ と し 、 波 長 λ ’ の 光 に 対 す る 前 記 第 一 波 長 板 の 位 相 差 を Γ １
’ と し 、 波 長 λ ’ の 光 に 対 す る 前 記 第 二 波 長 板 の 位 相 差 を Γ ２ ’ と し 、 波 長 λ ’ ’ の 光 に
対 す る 前 記 第 一 波 長 板 の 位 相 差 を Γ １ ’ ’ と し 、 波 長 λ ’ ’ の 光 に 対 す る 前 記 第 二 波 長 板
の 位 相 差 を Γ ２ ’ ’ と し た と き 、 下 式 （ １ ） ～ （ １ ０ ） を 満 足 す る よ う 構 成 し た こ と を 特
徴 と す る 。
　 　 Γ １ ＝ ２ × Γ ２ 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
　 　 Γ ２ ＝ ９ ０ ° ＋ １ ８ ０ ° × ｎ 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
　 　 Γ １ ’ ＝ ２ × Γ ２ ’  　 　 ・ ・ ・ （ ３ ）
　 　 Γ ２ ’ ＝ ９ ０ ° ＋ １ ８ ０ ° × ｎ ’ 　 　 ・ ・ ・ （ ４ ）
　 　 Γ １ ’ ’ ＝ ２ × Γ ２ ’ ’  　 　 ・ ・ ・ （ ５ ）
　 　 Γ ２ ’ ’ ＝ ９ ０ ° ＋ １ ８ ０ ° × ｎ ’ ’ 　 　 ・ ・ ・ （ ６ ）
　 　 ｎ ’ ＝ （ λ ／ λ ’ ） × （ （ １ ＋ ２ × ｎ ） ／ ２ ） － １ ／ ２ 　 　 ・ ・ ・ （ ７ ）
　 　 ｎ ’ ’ ＝ （ λ ／ λ ’ ’ ） × （ （ １ ＋ ２ × ｎ ） ／ ２ ） － １ ／ ２ 　 　 ・ ・ ・ （ ８ ）
　 　 θ １ ＝ １ ５ ° ± ５ ° 　 　 ・ ・ ・ （ ９ ）
　 　 θ ２ ＝ ７ ５ ° ± ５ ° 　 　 ・ ・ ・ （ １ ０ ）
　 　 但 し 、 λ ’ ＜ λ ＜ λ ’ ’ 、 ｎ は 正 の 整 数 で あ る 。

λ ＝ ６ ５ ０ ｎ ｍ 、 λ ’ ＝ ４ ０ ０ ｎ ｍ 、 λ ’ ’ ＝ ７ ８ ５
ｎ ｍ で あ る よ う 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る

ｎ ＝ ６ で あ る よ う 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。



【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 に 記 載 の 発 明 は 、 所 定 の 位 相 差 を 有 す る 第 一 の 波 長 板 と 第 二 の 波 長 板 と
を 光 軸 が 交 差 す る よ う 貼 り 合 わ せ る こ と に よ り 積 層 波 長 板 を 構 成 し て 、 入 射 光 の
波 長 が ４ ０ ０ ｎ ｍ 、 ６ ５ ０ ｎ ｍ 、 及 び ７ ８ ５ ｎ ｍ に お い て １ ／ ４ 波 長 板 と し て 機 能 さ せ る
こ と か ら 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ に 本 発 明 に 係 わ る 積 層 波 長 板 を 使 用 し た 際 に 、 Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ の
光 デ ィ ス ク の 他 、 ブ ル ー レ ー ザ デ ィ ス ク に も 対 応 す る こ と が 出 来 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 小 型
化 し て 構 成 す る 上 で 大 き な 効 果 を 発 揮 す る こ と が 可 能 と な る 。
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　 請 求 項 ４ に 記 載 の 積 層 波 長 板 は 、 ｎ ＝ １ １ で あ る よ う 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。

４
各 々 の 学
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